
 

 

平成２２年６月３０日 

 

「定住自立圏」全国市町村長サミット2010in南信州の開催 

総務省は平成２２年１０月２８日（木）、２９日（金）に「『定住自立圏』全国市町村長

サミット2010in南信州」を開催します。 

 

 

１ 開催趣旨  

分権型社会にふさわしい安定した社会空間を地方圏に創り出すための「定住自立圏」の推進に取

り組む市町村長が一堂に会し、それぞれの圏域で取り組む特色ある事例の発表、圏域の形成にあた

って直面した課題の検討などを行い、相互に議論を深めるとともに、普及広報を行うことにより、

「定住自立圏」の形成に向けた取組を促すことを目的として「定住自立圏」全国市町村長サミット

2010 in南信州を開催いたします。 

  

２ 日時及び開催場所  

日時：平成２２年１０月２８日（木）全体会・人材交流ひろば・交流会 

２９日（金）分科会・全体会総括 

開催場所：飯田シルクプラザ（長野県飯田市育良町１－７） 

       飯田シルクホテル(長野県飯田市錦町１－１０) 

 

３ 主催者  

  総務省 

定住自立圏全国市町村長サミット 2010in南信州実行委員会 

 

４ 次第  

 ＜１日目 １０月２８日（木）＞ 飯田シルクプラザ 

○ 全体会  １４：００～１６：１５  

総務省挨拶 

開催地挨拶 

   来賓挨拶        

   基調講演「定住自立圏の構想と思想」 佐々木 毅（学習院大学法学部教授） 

総務省施策紹介 

地域おこし協力隊事例発表 

地域力創造アドバイザー事例発表 

○ 人材交流ひろば・交流会  １６：３０～１８：００ 

一般参加者、市町村長等による意見交換、情報交換の場として人材交流ひろばを設けます。 

     人材交流ひろばに引き続き、立食形式の交流会を開催します。 

 



  

＜２日目 １０月２９日（金）＞ 飯田シルクホテル 

○ 分科会 ９：００～１１：１５ 

３つのテーマの分科会に分かれ、各分科会のコーディネーターと出席される市町村長の方々

に取組事例の発表と意見交換を行っていただきます。 

（１） 「医療分科会」梶井 英治（自治医科大学地域医療学センター長） 

（２） 「地域づくり分科会」小田切 徳美（明治大学農学部教授） 

（３） 「産業振興分科会」藻谷 浩介（株式会社日本政策投資銀行参事役） 

 

○ 全体会総括 １１：３０～１２：３０ 

２日間の意見交換を踏まえ、総括コーディネーターと分科会コーディネーターがパネル 

ディスカッションを行います。                   

総括コーディネーター：辻 琢也（一橋大学大学院法学研究科教授） 

 

５ 申込先  

  参加に当たっては、事前に申込みが必要です。別紙パンフレットの申込様式にて、平成２２

年８月１０日（火）までに参加申込窓口（０２６５－２８－１７４８）あてにＦＡＸにてお申し

込みください。なお、申込時にいただいた個人情報は、本サミットのご案内に必要な範囲で利用

し、目的以外には利用しません。 

※ 人材交流ひろば・交流会参加の場合、参加費は３０００円です。 

※ 定員（４００名程度）に達した場合、締め切らせていただきますのでご了承ください。 

※ 参加者には８月下旬に申込受付済書を発送します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

連絡先：地域力創造グループ 地域自立応援課 

 担 当：乾課長補佐、西村係長、南川事務官 

 電 話：03-5253-5392（直通） 

ＦＡＸ：03-5253-5537 










